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二瓶喜博先生のご退職に想う
経営学部教授 若 林 憲 二
二瓶喜博先生は，定年より少し早く，平成２５年３月末日をもって退職される。昨年の秋には
承知していたことではあるが，経営学部の柱のお一人が去られることに一抹の寂しさを感じる。
同じ時代環境で過ごしたことよる親しみと助手としての採用日が同じ（昭和４８年１０月１日）と
いう縁もあり，先生は筆者にとっては同僚以上の存在であった。ここに一文を寄せる機会を得た
理由と考えている。
昭和４８年は亜細亜大学大学院修士課程開設の前年であり，まだ研究棟（６号館）は存在して
いなかった。助手には，１号館に共同研究室があった。現在の個人別の研究室とは異なり，会話
する機会は多かった。先生が明治大学商学部に入学されたのは，昭和４０年であり，学部・大学
院（商学研究科）での生活はほぼ昭和４０年代と重なる。過ごした時代により大学キャンパスで
の主な思潮は異なるであろう。昭和３９年にマックス・ヴェーバー生誕百年記念シンポジウムが
開催され，昭和４０年に書物となった。その翌年には，大塚久雄『社会科学の方法』が出版さ
れ，社会科学の方法について強い関心が持たれた時期であった。また，フランスの哲学，現象
学，構造主義なども翻訳・紹介された時期でもあった。他にもさまざまな理論・思潮に取り囲ま
れてはいたが，先生が，ヴェーバーについて，またその係わりで，メルロ＝ポンティの現象学や
大塚史学について，熱く語られたことを覚えている。同じ知的空間を共有した同僚との会話は，
いまも楽しい思い出となっている。
学部時代の先生は，貿易論のゼミナールに所属されていたが，大学院では故三上富三郎先生に
師事し，マーケテイングに専門を定められた。学問の世界も分業の世界であり，その専門に専念
することが求められるが，先生は，専門の特化とともに，一方で隣接学問領域にも十分な注意を
払われながら研究を進められてきたと思う。専門を異にする筆者に語る資格はないともいえる
が，著書・論文・研究ノート・翻訳・書評を通して，取り上げられた課題の中に，そうした考察
基盤の広さをうかがうことができる。研究内容として，マーケテイング理論の分析枠組，商品概
念・製品概念の検討，市場経済と広告の分析，市場と交換に係わる一連の考究，transvection概
念への着目，環境主義マーケテイングの展開，くちこみコミュニケーションなどを取り上げら
れ，深い専門性とともに経済史・民俗学・経済人類学・産業組織論などの隣接領域の広い知見を
見ることができるのである。
こうした先生の研究スタンスは，同僚への知的関心へとも繋がるものである。筆者の場合，自
分の書いたものに関係する文献を何度かいただいた経験がある。また現在，経営研究所所長とし
て，領域を超えて同僚の研究成果に触れる機会を作られている。研究所運営において幅広い視野
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の獲得と専門への刺激を目指す方針は，「大綱化」に関わる教養部改編（平成１３年），それにと
もなう学部の教員構成の変化と研究領域の多様化にも対応した意義を有するものといえる。
二瓶先生を語るときに，忘れられないのは，「自学力」という言葉である。先生はゼミ員に伝
えたいことを一言で「自学力」と表現されている。すなわち，「問題を発見し，自ら考え問題解
決を図っていける自立しているとともに自律した人間になってもらうことです。そうすること
で，自らを自由に向けて解き放つことができる人になってもらうことです。」と述べられてい
る。自学力の重視は，一方で教授法への取り組みとなり，その調査研究を行われている。また，
ゼミナール教育の実質化のための一つの工夫として，グループ研究での情報共有を進められた。
また，日経ビジネス協力による日本学生経済ゼミナール関東部会主催のプレゼン部門参加・那須
塩原市主催の大会での特別賞受賞・商学部主催の奨学論文での入選受賞など，学生の力を大いに
引き出されたといえる。本学の経営学部及び母校の商学部のゼミナールで学んだ学生数は，あわ
せて約８００名にもなる。多くの自学力をもつ有為な人材を育成されてきたといえる。
学部運営の面からみた先生について触れておきたい。平成１４年４月から４年間経営学部長を
務められたが，その間，新たな制度の構築に尽力された。その信念と行動力から学ぶことが多
かった。大学という場は，次世代に何を伝えるか，どこに特色をもたせるかなどさまざまな意見
があり，新しい制度を形成するには強い指導力が求められる。先生は，学部長在任中に，新入生
受入に係わる新たな制度（新しい出会いの広場）の導入，導入教育のための新たな必修科目（オ
リエンテーション・ゼミナール）の設置，経営学科一専攻制の二専攻制（ホスピタリテイ専攻の
新設）への移行など，精力的に新しい制度の構築に力を発揮された。自分の引き受けた仕事に全
力であたるという先生の信念が発揮されたものといえる。
学生時代の先生はアルトサックスを演奏されたとうかがっている。コルトレーン・クインテッ
トが来日した折りにも演奏会に行かれたと聞いている。これからは，先生のお気に入りのエリッ
ク・ドルフィーやジャッキー・マクリーン等の世界を楽しまれつつ，「ザッヘへ」からすこし離
れて，広い知の空間を楽しんでいただきたいと思う。
二瓶先生，長い間ありがとうございました。
（平成２４年１１月）
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